2014年4月５日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・勉強：第4章9、10節
 本日はここインド大使館での展示会の関係で、講話の時間はいつもより短くなります。

前回は神の化身の特徴について説明しましたが、覚えているでしょうか?

・その誕生はカルマの法則によるものではない

・善で満ち溢れている

・欠点がなく純粋である

・無限の知識を持っている

・宇宙の基礎である

・無限の力を持っている

・無限の富を持っている

・その影響力はひとつの時代、ひとつの場所にとどまらない

・霊的、宗教的な分野にとどまらず、文化、芸術にも大きな影響を与える

などがありました。

欧米世界はキリスト教の、日本、中国、韓国、ビルマ、チベット等の国は仏教の文化的影響を大きく受けています。

ラーマやクリシュナの影響について言えば、インドはもちろんですがインドネシアのバリ島に行くとヒンズー教の影響があるのがわかります。

もともとバリ島の人々はヒンズー教徒だったのですが、今では大多数がイスラム教徒になっています。

しかし宗教の面ではイスラム教であり人々の名前もイスラムですが、文化的にはまだヒンズー教の影響が残っており、いまでもラーマヤーナ、マハーバーラタなどの叙事詩は大変に人気があります。
それでは今日のテーマに入りますが、私から皆さんに質問です。
「一般の我々が神の化身に会ったとして、その人を神の化身だと認めるのは容易なことでしょうか?」
イエスと同時代の人のうち、何人の人が彼を神の化身だと理解できたでしょうか。
ほとんどの人が理解できませんでした。

たとえば釈迦やイエスの超能力は普通の人も知っていましたが、病気を治すというだけなら名医と言われる人もそれができます。

そうではなくて、イエスのとても高いレベルの霊的な姿を何人の人が理解できたでしょうか。

ほとんどいませんでした。

ラーマ、クリシュナ、釈迦、シュリ・ラーマクリシュナなどのほとんどの神の化身についても同様のことが言えます。
イエスのことを理解できなかった人が彼を十字架に磔にしました。

またある程度の霊的な眼を持ちイエスのことを理解していたものの、自分の利己的な目的のためにイエスの磔に加担した人もいました。釈迦を批判した人々も同じです。
聖者と言われる人達も高い霊性の持ち主ですが、神の化身はそれとは全く別のカテゴリーに属します。
ラーマの時代にも聖者がいましたが、聖者達の中にもラーマを神の化身だと理解できない人がいました。

シュリ・ラーマクリシュナがドキシネッショルのカーリー寺院で霊的実践をしていた時、周りの人々には彼が気が触れておかしくなっているように見えました。
寺院の職員たちもほとんどが、シュリ・ラーマクリシュナは頭がおかしいと思っていました。

寺院がある田舎の住民たちも、カーリー寺院には頭のおかしいブラーミンがいると思いこんでいました。
なぜ神の化身は周りに理解されにくいのでしょうか?

後世の我々はごく普通に、シュリ・ラーマクリシュナ、イエス、釈迦は神の化身であると理解していますが、なぜ同時代の人は神の化身を理解できなかったのでしょうか。

バガヴァッド・ギーター第11章で、シュリ・クリシュナはアルジュナに対して自分はこの宇宙の永久不滅の至上主であると言い、アルジュナはシュリ・クリシュナに対してその宇宙的な姿を見せてくれるよう懇願します。
シュリ・クリシュナはアルジュナに答えて、「あなたは私の友人であり私はあなたを愛しているので、あなたには私の姿を見せてあげよう」と言います。

バガヴァッド・ギーター第11章のタイトルは、ヴィシュヴァルーパ・ダルシャナ・ヨーガハ(Visvarupadarsanayokah)となっています。
ヴィシュヴァ(宇宙)、ルーパ(形)、ダルシャナ(見る)なので、「宇宙的形相認識のヨーガ」という意味になります。
シュリ・クリシュナは「私の宇宙的な姿はあなたのその世俗的な眼では見ることができない。だから私はあなたに霊的な眼を与えよう」と言います。

シュリ・クリシュナがその姿を見せてもアルジュナのほうに準備ができていなければ、本当の姿を見ることはできません。

世俗的な例を挙げれば、３D映像を見るにはそれ専用のメガネが必要です。

シュリ・クリシュナはその恩寵としてアルジュナに霊眼を与えました。

大切なポイントは、準備ができていない人にはこの種類の現象は理解できないということです。
もし今皆さんの目の前にイエスや釈迦が忽然と現れたとしたら、皆さんは「お化けが出た!」と思うでしょう。

スワミ・ヴィヴェーカーナンダは純粋で霊的であり、子供のころから瞑想をしていました。

七賢者の一人であり本人にその自覚はなかったものの、普通の子供ではありませんでした。
10歳ぐらいの頃のスワミ・ヴィヴェーカーナンダが自分の部屋で瞑想していると、突然まばゆい光に包まれた優しい顔の人物が現れました。

それを見たスワミジは怖くなって、部屋を飛び出しました。

後になってあの光に包まれた人物が釈迦だったことに気づき、なぜ自分はあの時部屋を出てしまったのだろうと大変後悔しました。
釈迦と話がしたかったのに、愚かな自分は恐怖で部屋を出てしまい、それができなかったことを悔やみました。

その時のスワミ・ヴィヴェーカーナンダは準備ができていなかったのです。

もう一人のシュリ・ラーマクリシュナの高弟であるスワミ・ブラマーナンダはドキシネッショルに住み込み、シュリ・ラーマクリシュナのもとで霊的な修行に励んでいました。

スワミ・ブラマーナンダは常々シュリ・ラーマクリシュナに対して、「他の多くの人達はあなたの恩寵で霊的な経験をしているのに、私にはそのような経験が今まで一つもありません。どうか私にもそんな経験をさせてください」とお願いしていました。
シュリ・ラーマクリシュナはその願いに対して何も答えませんでした。
ある日スワミ・ブラマーナンダはシュリ・ラーマクリシュナと共にカーリー寺院に行き、シュリ・ラーマクリシュナは祭壇の中で、スワミ・ブラマーナンダは祭壇の外で瞑想をしました。

突然マザー・カーリーの像から非常に強い光が発してスワミ・ブラマーナンダに向かって来たので、スワミ・ブラマーナンダはびっくりして走って自分の部屋に逃げ戻りました。

寺院から戻った全てをお見通しのシュリ・ラーマクリシュナはスワミ・ブラマーナンダを呼び、「どうしてあなたは瞑想から早く戻ったのですか?」と尋ねました。
スワミ・ブラマーナンダがそのわけを答えると、シュリ・ラーマクリシュナは「あなたは日頃霊的な経験をさせてくれないと文句を言っているが、いざその経験をすると逃げ出してしまう」とからかいました。

この時のスワミ・ブラマーナンダも準備ができていない状態だったのです。

皆さんも霊的な経験がしたいと言います。

それほど強い願望ではなく、「釈迦やイエスが現れたらいいなあ!」という程度の軽い希望ですが、もし本当に釈迦やイエスが現れたら怖くなって逃げ出すでしょう。
自分に準備がなければ、神の化身に出会っても理解できません。

人はよく「イエスや釈迦やシュリ・ラーマクリシュナの生きていた時代に生まれることができたらよかったのに!」などと言いますが、たとえそれができても自分の準備ができていなければ彼らを理解できません。

時々ヴェーダーンタ協会に来客があり、インドに行く相談をされます。
その目的を尋ねると「悟った人に会いたい」という答えが返ってきますが、悟った人は動物園の動物とは違います。

動物園は入場券を買えば誰でも入ることができ、目的の檻の前に行けばこれはライオン、これはシカ、これはゾウ、これはトラとはっきりわかりますが、悟った人であっても外見上は普通の人間と全く変わりません。
頭、眼、手、足がそれぞれ二つづつあるわけではありません。

外見上は普通の人間と変わらないのですが、中身が全く違うのです。

自分が純粋にならないと悟った人に出会ってもわかりませんし、その出会いが何の結果ももたらしません。

神の化身と同時代に生きていなくても、神の化身について正しく理解できるなら、後世の我々にも神の化身とじかに接したのと同じ結果がもたらされます。

神の化身について理解するとどのような結果がもたらされるかについて、第4章9節を見てください。
私の顕現と活動の神秘を理解する者は、その肉体を離れた後、アルジュナよ!再び物質界(この世)に誕生することなく、わが永遠の楽土(超越界)に来て住むこととなる。

神の化身を理解するともうこの世に再生しない、つまり解脱するという結果がもたらされます。
霊的実践者は瞑想し、神へ祈り、神の名を唱え、儀式を行いますが、その目的は解脱です。
いっぽうこれらの実践を何も行わなくても、神の化身を理解することは同じ解脱という結果をもたらします。

上記9節での「私」とはキリスト教徒にとってのイエス、仏教徒にとっての釈迦、シュリ・ラーマクリシュナの信者にとってのラーマクリシュナという神の化身のことです。
「私の顕現と活動の神秘を理解する者は、」と言うときの理解とは、どのような理解の事でしょう。

「私は～を知っている」という場合、「知っている」にはいろいろなレベルがあります。
一般的な例を挙げますが、たとえば「私は彼を知っている」というのは、彼の名前、顔、どこに住んでいるかなどを知っているということです。
「私は彼をよく知っている」と言うときは、彼と長い付き合いがあるということですが、より深いレベルはその心、彼が何を考えているかを知っているということです。

更に深いレベルは、彼の前世、カルマ、サムスカーラ、彼の欲望を知っているということであり、これは霊的な理解と言えます。
精神科医(サイカイアトリスト：psychiatrist)は問診と精神分析で人の心の中を知りますが、サイカイアトリスト(精神科医)とスピリチュアリスト(霊的な人)は全く違います。

本当にスピリチュアル(聖者)にならないと、人の霊的な姿(前世、カルマ、サムスカーラ)はわかりません。

注意してほしいのは、ここで言うスピリチュアリストと巷のスピリチュアルヒーラーは違うということであり、スピリチュアルヒーラーの場合はお金が絡んできますし、その言葉が本当かどうか確認するすべもありません。
整理すると「私は彼を知っている」と言うときの一番表面的なレベルは、彼の名前と容姿についての理解、もう少し深いレベルの心の理解には精神医学を学ばなければなりませんが、さらに深いレベルの霊的な理解のためには、私のほうも霊的にならなければなりません。
今まで説明してきたことを神の化身に対する理解について当てはめると、まず最初のレベルの名前と形の理解とは、叙事詩、聖典の勉強、神の写真や像を見るなどのことであり、これらのことを実際に行っている人は大勢いますが、果たしてこれだけで解脱できるでしょうか?
我々の中にも釈迦やイエスについて大変詳しい人はいますが、だからと言って解脱できるでしょうか?

先ほどの第4章9節の中に重要な言葉があるので、もう一度見てください。
「私の顕現と活動の神秘」とありますが、神の化身の誕生が神聖な理由はカルマの法則の結果としての誕生ではないからであり、その活動が神聖な理由はそれが化身自身のための利己的な動機からではなく、世の人々のために行われるからです。

一般の人のカルマ(活動)の目的は、世俗的かつ利己的です。

普通の聖者のカルマの目的は解脱であり世俗的ではなく霊的ですが、聖者本人の解脱を目指しているという意味では利己的だと言えます。

これらと違い神の化身のカルマは、全く利己的ではありません。

神の化身には解脱の必要はなく、人々に解脱を与えるために活動します。
普通の聖者と神の化身のカルマはどちらも霊的ですが、一方は自分の解脱のため、もう一方は他者に解脱を与えるため、という点で大きく違います。
その私の顕現と活動の神秘を「理解する者は、」という箇所の「理解する」に相当するサンスクリット語「タットヴァタハ(tattvatah)」は非常に重要な言葉です。

バガヴァッド・ギーターなどの聖典を独学で勉強するのと、先生について学ぶのとでは結果が大きく違います。

注釈書にも当たらず、聖典の翻訳を読んだだけで分かった気になっていると、間違った解釈をしてしまう可能性があります。

誤解、混乱、表面的な浅い理解に陥る可能性があります。
この9節の「タットヴァタハ」ですが、翻訳ではひとつの言葉を選ばなければならないので、ここでは「理解する」となっています。
ただし先程説明した「知っている」と同様に、「理解する」にもいろいろなレベルがあります。
まずひとつのレベルは頭での理解です。

学者は一般の信者より知的な理解が深いのですが、解脱しているわけではありません。
「タットヴァタハ」の意味を正確に翻訳することはとても難しいのですが、たとえば「本性を理解する」という表現が近いかもしれません。
本性という言葉は「本当の性質」と言い換えることができるので、「タットヴァタハ」は「本当の性質を理解する」ことだとも言えます。
頭で理解することと本当に理解することはどこが違うのでしょうか。

説明することは難しいのですが、例を使うと分かりやすいかもしれません。

頭で理解した人はその考え、話、行動に一貫性がありません。(言行不一致)

本当に理解した人はその考え、話、行動に一貫性があります。(言行一致)

たとえば、「私は肉体ではない、アートマンである。肉体は私の一時的な姿であり、私の永遠の姿は内なる自己である。肉体はなくなっても魂は不滅である」、これらの言葉はバガヴァッド・ギーターの中に何度も出てくるので、皆さんもよく知っていますし、学者ならさらに詳しく研究しています。
しかし頭だけでの理解の場合、病気になった時には死の恐怖に襲われます。
自惚れ、嫉妬、欲望も起こってきます。
本当の理解ならこれらのことは起こりません。

本当に理解をした人は言行一致です。

彼は自分がアートマンだと知っているので、病気になっても死の恐怖はありません。

ここはバガヴァッド・ギーターのクラスですが、もしこの教室に突然蛇が現れたら、皆さんは逃げ出すでしょう。私もそうするかもしれません。

我々の肉体意識は大変強く、バガヴァッド・ギーターを頭で理解していても、本当の理解はまだまだなのです。

普通の理解をする人は、頭では自分はアートマンだと思いながら、危険に直面すると逃げだします。考えと行動が一致していません。

本当に理解した人には死の恐怖はありません。

スワミ・トゥリヤーナンダのエピソードですが、彼はヴェーダーンタを勉強していました。

ヴェーダーンタのエッセンスは「私はアートマン、永遠、無限であり、肉体や宇宙は一時的である」です。
ある日スワミ・トゥリヤーナンダは他の何人かの人と一緒に、カルカッタのガンジス河で沐浴していました。

すると「鰐がいるぞ!」と叫ぶ声が聞こえたので、皆沐浴をやめて河岸に上がりました。

突然スワミ・トゥリヤーナンダは、「これはおかしい。私は絶えず自分は肉体ではなくアートマンだと考え、また勉強もしていたのに鰐を恐れて沐浴の途中で逃げ出してしまった」と気づきました。
考えていることは「私はアートマン」、実際の行動は「私は肉体」、これは矛盾しています。
このことに気づいたワミ・トゥリヤーナンダは、再び沐浴のためにガンジス河に入りました。

普通の人は危険に出会うと、とりあえず自分の身の安全を考えて避難して、ヴェーダーンタのことは後回しにします。頭での理解と本当の理解はこれほど違います。

先ほどの9節の言葉「タットヴァタハ(tattvatah)」は本当の理解のことで、皆さんもそこまで進まなければなりません。

もちろん最初の段階では頭で理解することが必要ですが、最終的には神の化身を本当に理解する人だけが解脱できるのです。
高跳びや幅跳びをするようにいきなり解脱することは不可能で、ヒンズー哲学には頭での理解のための教えがたくさんあり、まずは「信じる」ことより「理解する」ことが求められます。

最初から信じることを求めても、その結果得られた信仰は浅いものであり、壊れやすくすぐなくなってしまう信仰です。

ですからまずは知的に理解することは重要なのであり、このクラスでバガヴァッド・ギーターを勉強している皆さんも決してがっかりしないでください。

今強調しているのは、「頭で理解することは必要だが、それだけでは十分ではない」ということです。
たまに霊的、宗教的な本をたくさん読み漁り、それだけでもう自分は霊的になったと勘違いしてしまう人がいます。

これは完全に間違った考えであり実践が必要なので、皆さんも気を付けてください。

ヴェーダーンタ協会を訪れる人の中にも、仏教、キリスト教、ヒンズー教、クリシュナムルティ、ラマナ・マハリシ、それに私も読んだことのないような本まで勉強していて、それで十分だと考え何も実践をしない人がいます。それでは進歩しません。
頭での理解では何も結果が出ないのかと言えば、そうではなくある程度の結果は出ますが、解脱は無理なのです。

ヒンズー教にはひとつ面白いアイデアがあります。

Munibhi Vedapargaih (ムニブヒ　ヴェーダパラガイ)

Munibhiは霊的なことを絶えず深く考えている人、つまり聖者のことであり、Vedapargaihはヴェーダを超越してるということです。
つまりこの言葉は、「聖者たちはヴェーダを超越している」という意味です。

コーランの中に「コーランを超越せよ」という言葉を見たことがありませんし、聖書についても同様です。

ヒンズー教の最も重要で権威のある聖典であるヴェーダの中に、「ヴェーダを超越せよ」という教えがあるのは他の宗教に例を見ないヒンズー教の特徴です。

ヴェーダは言葉であり、ヴェーダを学んだということは言葉を勉強したことなのです。

言葉だけではなく、経験、悟りが重要なのです。
言葉としてのヴェーダを勉強しただけでは悟ることはできません。

ヴェーダ、聖書、コーラン、すべての聖典は突き詰めれば言葉です。

聖典はあるレベルまでは必要ですがそれだけでは解脱はできず、時には聖典が悟りための障害となることもあります。

スワミ・ヴィヴェーカーナンダの有名な言葉に、
It is better to be born in church, but not to die in it.

があります。

直訳すると「教会で生まれるのはよいことだが、そこで死ぬのはよくない」となりますが、言わんとするところは、「最初はある宗教、聖典、教会を選んだとしても、最後にはそれらを超越してください」ということです。

神は普遍で無限なので、特定の場所、聖典、宗派に限定されないのです。
目的は悟りなので頭だけでの聖典の理解では、その目的を達成できないのです。

ではどのような実践が必要なのかは、第4章10節にあります。

執着と恐怖と怒りから離れ、全てを私に任せ、私に頼ることで清浄となり、過去の多くの人々は、修行と真の叡智とによって、私のもとへと到達した。

「執着と恐怖と怒りから離れ」ることは非常に難しいですが、これなしには解脱はできません。
通常の学問のためには頭脳は大事ですが、心の清らかさは必ずしも求められません。
たとえば科学、経済学、文学を学ぶときに、集中力のある頭脳は必要ですが、心が清らかであるかどうかはあまり関係ありません。
ヒンズー教の伝統的なアイデアでは、普通の(世俗的な)勉強のためにもある程度の抑制は必要であり、それがなければ集中できません。

しかし聖典の勉強には抑制のみならず心の清浄さが絶対に必要であり、それがなければ勉強が進みません。心が清らかでなければ、深い理解はできません。

一般的な学問は物質的、感覚的ですが、それに比べて聖典の内容ははるかに精妙です。
感覚的な状態のままで霊的なテーマを学ぶことは不可能で、感覚を超越しなければなりません。

心の中に欲望などの不純なものが残っていると、霊的で精妙な教えは理解できません。

ある時理解できてもそれを維持することができず、理解はすぐ消え去ります。

ですから本当の理解のために抑制、禁欲が必要です。禁欲と心の清らかさは同じことです。

心が否定的な感情に圧倒されている時、霊的なテーマに集中することはできません。
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